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今
日
、
宋
朝
禅
の
日
本

へ
の
導
入
者
と
し
て
、
確
固
た
る
評
価
を
獲
得
し
て
い
る
の
は
、
洛
東
建
仁
寺

の
開
山
、
葉
上
房
明
庵
栄
西

(
一
一
四

一
～

一
二

一
五
)
で
あ
る
。
栄
西
は
台
密
の
学
匠
と
し
て
も
葉
上
流
の
開
祖
で
あ
り
、
い
わ
ば
天
台
宗
の
僧
と

し
て
そ
れ
な
り

の
地
位

を
確
立
し
て
い
た
。
従
来
は
、
禅
僧
と
し
て
の
栄
西
と
台
密
の
修
法
を
行
じ
る
栄
西
が
二
重
人
格
的
に
理
解
さ
れ
、
あ
る
意
味

で

は
叡
山

か
ら
の
攻
撃
を
回
避
す
る
た
め
に
、
兼
修
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
と
い
う
評
価
を
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
最
近
の
栄
西
研

究
は
、

そ
の
兼
修
的
宗
風
を
積
極
的
な
も
の
と
捉
え
る
傾
向
に
あ
り
、
建
仁
寺
に
真
言
院

・
止
観
院
を
設
置
し
た
の
も
、
必
ず
し
も
叡
山

に
対
す

る
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ

ュ
で
は
な
い
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
鎌
倉
期
の
仏
教
革
新
運
動
の
先
駆
と
し
て
評
価
さ
れ

る
栄
西

は
、
必
然
的
に
密
教
色
の
濃
い
禅
風
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
り
、
筆
者
自
身
は
、
む
し
ろ
生
来
の
学
問
で
あ
る
密
教

(
1
)

の
範
疇

で
禅
を
理
解
し
た
と
考
え
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
評
価
さ
れ
、
あ
る
い
は
議
論
を
呼
ぶ
栄
西
の
陰
に
隠
れ
て
、
あ
ま
り
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
も
な
く
、
や
や
も

す
る
と
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
存
在
が
、
大
旦
房
能
忍

(生
没
年
不
詳
)
で
あ
る
。
能
忍
は
摂
津
水
田
の
三
宝
寺
を
拠
点
と
し
、
栄
西
と
同
時
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期

に
活
躍
し
た
が
、
栄
西
と
共
に
禅
宗
の
弘
法
を
停
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
栄
西
か
ら
も
ほ
と
ん
ど
で
名
指
し
で
批
判
さ
れ
る
な
ど
、
四

面
楚
歌
の
感
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、

一
方
で
は
日
蓮
が
禅
門
の
代
表
と
し
て
能
忍
の
名
を
挙
げ
、
浄
土
門
の
代
表
法
然
と
併
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
見
て
、
当
時
禅
を
標
榜
す
る
人
と
し
て
著
名
な
存
在
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、
日
蓮
が
栄
西
で
は
な
く
能
忍
を
挙
げ
た
こ
と
は
非

常

に
興
味
深
い
。

そ
う
し
た
能
忍
の
評
価
が
い
ま
ひ
と

つ
定
ま
ら
な
い
原
因
と
し
て
、
そ
の
法
を
継
承
し
た
達
磨
宗
が
後
に
道
元

(
一

二
〇
〇
～
五
三
)
会
下
に
帰
投
し
、
吸
収
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
確
か
に
能
忍
の
弟
子
覚

曼

(生
没
年
不
詳
)

が
、
京
都
東
山
か
ら
多
武
峰
に
拠
点
を
移
し
、
そ
の
多
武
峰
が
興
福
寺
衆
徒
に
焼
き
討
ち
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
達
磨
宗
徒
は
四
散
し
た

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
覚
曼
の
弟
子
の
う
ち
、
懐
　

(
=

九
八
～

一
二
八
〇
)
は
早
く
か
ら
道
元
の
弟
子
と
な

り
、
越
前
波
著
寺
に

移
錫
し
て
い
た
懐
鑑

(生
没
年
不
詳
)
も
、
門
下
を
率
い
て
興
聖
寺
の
道
元
下
に
帰
投
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
懐
鑑
は
道
元
下
を
去

る
も
の
の
、
他

の
達
磨
宗
徒
は
そ
の
ま
ま
道
元
下
に
残
留
し
、
草
創
期
の
日
本
曹
洞
宗
教
団
を
形
成
し
た
が
、
懐
鑑

の
弟
子
で
あ
る
義
介

(
一
二

一
九
～

=
二
二
五
)
か
ら
達
磨
宗
の
嗣
書
を
受
け
た
螢
山
紹
理

(
一
二
六
四
～

=
二
二
五
)
が
、
そ
の
他
の
相
承
物
と
共

に
永
光

(
2
)

寺
五
老
峰
に
嗣
書
を
埋
納
し
た
時
点
で
、
達
磨
宗
の
法
燈
は
途
絶
え
た
、
と
す
る
の
が
従
来
の
達
磨
宗
に
対
す
る
理
解
で
あ
る
。

し
か
し
右
の
よ
う
な
理
解
は
、
能
忍
が
当
初
拠
点
と
し
た
摂
津
水
田
三
宝
寺

の
、
そ
の
後
状
況
に
つ
い
て
は
ま

っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。

あ
た
か
も
能
忍
門
下
の
す
べ
て
の
達
磨
宗
徒
が
覚
曼
に
引
き
い
ら
れ
て
、
東
山
か
ら
多
武
峰
、
さ
ら
に
越
前
波
著
寺

へ
と
流
浪
し
、
い
っ

た
ん
は
行
動
を
別
に
し
た
懐
　
と
興
聖
寺
で
合
流
し
、
結
果
と
し
て
曹
洞
宗

に
埋
没
し
た
か
の
如
く
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
近
年
に
な
っ
て
、

そ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
能
忍
没
後
の
三
宝
寺
の
状
況
を
窺
わ
せ
る
史
料
が
、
発
見
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
、
覚
曇
の
系
統
と
は
別
に
、
三
宝
寺
を
拠
点
と
し
た
達
磨
宗
徒
は
、
能
忍
以
来

の
宝
物
を
護
持
し
な
が
ら
、
中
世
中
頃
ま
で
は
存
続
し

た

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
同
時
に
曹
洞
宗
に
吸
収
さ
れ
た
波
著
寺

の
達
磨
宗
徒

に
対
す
る
理
解
も
、
大
幅
な
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
無
論
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
曹
洞
宗
の
初
期
僧
団

の
構
成
員
の
多
く
が
達
磨
宗
徒
で
あ

っ
た
こ
と
の
重
要
性
が
失
わ
れ
る
訳

で
は
な
い
。
た
だ
、
、
従
来
の
達
磨
宗
に
対
す
る
見
方
が

一
面
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
日
本
中
世

仏
教
史
の
中

に
正



当
な
位
置
づ
け
を
試
み
た
後

に
、
改
め
て
曹
洞
宗

へ
の
影
響
を
考
え
る
と
い
う
作
業
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
何
回
か
能

(3
)

忍
お
よ
び
達
磨
宗
、
ま
た
曹
洞
宗
に
帰
投
し
た
懐
奨

・
懐
鑑

・
義
介
と
い
っ
た
人
達
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
個
別
な
事
象
に
つ
い
て

の
検
討

で
あ

っ
た
り
、
史
料

の
解
釈
に
つ
い
て
誤
り
が
あ

っ
て
修
正
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
首
尾

一
貫
を
欠

い
て
い
る
。
幸
い

本
誌

に
執
筆
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
で
、
達
磨
宗
の
展
開
に
つ
い
て
、
最
近
の
成
果
を
踏
ま
え

つ
つ
再
検
討
し
て
み
た
い
。

二
、
能
忍
の
禅
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大

旦
房
能
忍
の
行
実

に
つ
い
て
は
、
詳
し
い
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
栄
西
を
善
玉
と
し
、
能
忍
を
い
わ
ば
仇
役
に
見
立
て
る

と
い
う
図
式
を
決
定
づ
け
た
の
は
、
虎
関
師
錬

(
一
二
七
八
～

=
二
四
六
)
が
著
し
た

『
元
亨
釈
書
』
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
師
錬
の
態
度

が
、
後
世
の
能
忍
観

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
独
立
し
て

「能
忍
伝
」
と
し
て
立
て
て
い
る
の
で
は
な
く
、
第
二
巻

「栄
西
伝
」
の
中
で
触
れ
て
お
り
、

初
己
酉
歳
有
能
忍
者
。
聞
宋
国
宗
門
盛
。
遣
其
徒
附
舶
拍
問
育
王
仏
照
光
禅
師
。
照
憐
異
域
之
信
種
慰
誘
甚
切
。
寄
以
法
衣
及
賛
達
磨

像
。
忍
詫
光
之
慰
寄
護
唱
禅
宗
。
已
乏
師
承
亦
無
戒
検
。
都
下
鄙
之
。
迄
西
演
心
宗
。
措
紳
士
庶
欲
混
忍
而
接

(大
日
本
仏
教
全
書

一
〇

一
、

一
五
六
頁
)

と

い
う
、
決
し
て
好
意
的

で
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
己
酉
の
歳
、
す
な
わ
ち
文
治
五
年

(
一
一
八
九
)

に
、
宋
阿
育

王
山
拙
庵
徳
光

(
=

二

一
～

=

一〇
三
)
の
許
に
遣
わ
し
た
弟
子
に
、
拙
庵
が

「法
衣
お
よ
び
賛
達
磨
像
」
を
与
え
た
の
は
、

「
異
域

の
信
種
を
憐
れ

ん
で
慰
誘
」
し
た
か
ら
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
さ
ら
に
両
者
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
問
答
と
し
て
、

西
又
与
忍
抗
弁
宗
義
往
反
数
番
、
忍
杜
口
而
退

(同
書

一
五
七
頁
)
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と
述
べ
、
栄
西
が
能
忍
を
論
破
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
は
栄
西
の
禅
宗
が
盛
ん
と
な

っ
た
と
し
て
い
る
。
師
錬
の
能
忍
に
対
す
る

批
判
は
、

「師
承
に
乏
し
い
」
こ
と
、

「戒
検
が
無
い
」
こ
と
の
二

つ
で
、
そ
の
た
め
に
能
忍
は
鄙
め
ら
れ
、
栄
西
が
能
忍
と
共
に
達
磨

(
4

)

宗
停
止

の
宣
下
を
蒙

っ
た
の
は
、
い
わ
ば
巻
き
添
え
に
な

っ
た
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
師
錬

の
評
価

に
対
し
、
卍
元
師
蛮

(
一
六
二
六
～

一
七

一
〇
)
は

『本
朝
高
僧
伝
』
巻
十
九
に
能
忍
を
立
伝
し
、

元
亨
釈
書
済
北
師
托
言
栄
西
而
諺
之
者
、
恐
渉
偏
頗
　

(大
日
本
仏
教
全
書

一
〇
二
、
二
七
五
頁
)

と
述

べ
、
師
錬
の
批
判
は
多
少
偏

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
嵯
峨
天
皇
の
頃
に
来
朝
し
た
唐
僧
義
空
以
後
、
お
よ
そ
四
百
年

に
わ
た

っ
て
途
絶
え
て
い
た
禅
法
を
復
興
し
た
能
忍
の
業
績
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

能
忍
に
対
す
る
評
価
が
別
れ
る
こ
と
の
最
も
大
き
な
原
因
は
、
や
は
り
自
ら
が
入
宋
せ
ず
、
二
人
の
弟
子
を
派
遣
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
、
拙
庵
徳
光
か
ら
与
え
ら
れ
た
達
磨
像
お
よ
び
拙
庵
自
身
の
頂
相
の
賛
文
か
ら
、
そ
の
事
情
を
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち

達
磨
像
の
賛
文
に
は

直
指
人
心
見
性
成

仏
太
華
壁
開
槍
漠

頓
端
雛
然
接
得
神

光
争
奈
当
門
歯
訣

日
本
国
忍
法
師
遠
遣
小

師
錬
中
勝
弁
来
求

達
磨
祖
師
遺
像

大
宋
国
住
明
州
阿
育
王
山
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法
孫
徳
光
稽
首
敬
讃

己
酉
淳
煕
十
六
年

六
月
初
三
日
書

(印
)

と
あ
り
、
頂
相
の
自
賛
に
は

這
村
僧
無
面
目

掻
転
天
関

鍬
翻
地
軸

忍
師
脱
体
見
得
親

外
道
天
魔
倶
窟
伏

日
本
国
忍
法
師
遠
遣
小
師
練
中
勝
弁
、
到
山
問
道
、
絵
予
幻
質
求
讃

大
宋
国
淳
煕
十
六
年
六
月
三
日
住
明
州
阿
育
王
山
拙
庵
徳
光
題

(印
)

と
あ

っ
て
、
能
忍
が
遣
し
た
弟
子
練
中

・
勝
弁

に
こ
の
二
軸
が
授
け
ら
れ
た
の
が
、
宋
の
淳
煕
十
六
年

(
=

八
九
)
六
月
三
日
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
後
ま
も
な
く
練
中

・
勝
弁
は
帰
途
に
就
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
達
磨
宗
の
文
献
で
あ
る

『成
等
正
覚
論
』
に

ご
　

　

　
　

日
本
国
上
宮
太
子
出
レ世
崇
レ法

後
、
六
百
十
八
年
大
宋
淳
煕
十
六
年
己
酉

　

　

　

こ

　

　

　
り

皇
朝
文
治
五
年
八
月
十
五
日
初
此
法
渡

(金
沢
文
庫
資
料
全
書
禅
籍
篇

二
〇
二
頁
)

と
あ
る
よ
う
に
、
同
年

の
八
月
十
五
日
に
帰
朝
し
て
い
る
。
文
治
五
年
に
二
弟
子
を
入
宋
せ
し
め
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、

『聖
光
上
人

伝
』

に
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昔
有
大
日
禅
師
煮

好
索
理
碗

妙
契
祖
毒

遂
令
文
治
五
年
夏
遣
使
於
宋
国

請
法
於
仏
昭
藷

酷

仏
昭
{印
可
賜
祖
号

於
是
禅

師
経
院
奏
。
弘
達
磨
宗

(続
群
書
類
従
九
-
上

三
十
二
頁
)

と
あ
り
、
義
介
が
螢
山
に
与
え
た

「嗣
書

の
助
証
」

(曹
洞
宗
全
書
)
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
『聖
光
上
人
伝
』

に
拙
庵
が
印
可
し
た

と
あ

る
よ
う
に
、
こ
の
事
実
を
知
る
人
は

一
般
に
、
印
可
を
代
受
せ
し
め
た
と
い
う
印
象
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

能
忍
が
自
ら
入
宋
し
な
か

っ
た
理
由

に
つ
い
て
、
大
久
保
道
舟
氏
は
年
齢
的
に
渡
海
が
困
難
だ

っ
た
と
し
、
高
橋
秀
栄
氏
は
三
宝
寺
に

(
5
)

お
け
る
指
導
者
と
し
て
の
立
場
が
そ
れ
を
阻
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
能
忍
自
身
に
と

っ
て
の
主
体
的
な
理

由
は
不
明

で
あ
る
。

師
錬

の
師
承
に
乏
し
い
と
い
う
批
判
は
、
『聖
光
上
人
伝
』
な
ど
の
印
可
と
い
う
表
現
か
ら
見

て
も
、
あ
る
意
味

で
は
不
当
な
も

の
で
は

な

い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
『
元
亨
釈
書
』
以
外
に
能
忍
も
し
く
は
達
磨
宗
を
指
し
て
批
判
し
た
も

の
に
は
、
嗣
承
を

欠
く
と
い
う
点
を

指
摘

し
た
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
会
下
に
多
数
の
達
磨
宗
徒
を
抱
え
る
こ
と
に
な

っ
た
道
元
の
場
合
、

コ
止
法
眼
蔵
御
聞
書
抄
』

(
6
)

に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
が
、
内
容
的
に
は
達
磨
宗
の
所
説
を
否
定
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
印
可
を
代
受
せ
し
め
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
ま

っ

た
く
触
れ
て
い
な
い
。
同
様
に

『聖
光
上
人
伝
』

で
、
能
忍
が
弁
阿
の
質
問
に
答
え
ら
れ
な
か

っ
た
と
す
る
こ
と
や
、
日
蓮
の

『開
目
抄
』

(7
)

な
ど
に
も
能
忍
に
対
す
る
非
難
は
あ
る
も
の
の
、
印
可
代
受
を
指
し
て
の
も
の
で
は
な
い
。

『興
禅
護
国
論
』
に
お

い
て
強
い
調
子
で
能

(
8
)

忍
を
批
判
し
て
い
る
栄
西
で
さ
え
、
嗣
承
を
欠
く
と
い
う
表
現
は
用
い
て
い
な
い
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
わ
ず
か
な

が
ら
達
磨
宗
の
実
態

が
解
明
さ
れ

つ
つ
あ
る
現
在
、
師
錬
の
批
判
は
批
判
と
し
て
、
能
忍
に
と

っ
て
の
弟
子
派
遣
の
意
味
や
目
的
な
ど
を
、
い
ま

一
度
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
感
じ
ら
れ
る
。

能
忍
の
禅
風
と
い
っ
た
も
の
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
に
つ
い
て
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
金
沢
文
庫

保
管

『悲
想
伝
授
抄
』
に
は

こ
　

　

　

　

　
り

　

　
り

顕
以
慮
知
心
極

為
真
如
。

(以
下
註
)
達
磨
宗
理
教
。
大
旦
房
云
、
達
磨
宗
超
顕
密
二
宗
是
心
宗
云
々
。
葉
上

房
僧
正
栄
西
云
々
。



81達 磨宗の展開について

　
り

真
言
三
密
中
意
密
。
両
義
会
合

云
々

と
、
能
忍

・
栄
西

の
禅
風
に

つ
い
て
、
各
々
の
こ
と
ば
を
引
い
て
述
べ
て
い
る
。
能
忍
自
ら
、
達
磨
宗
を

「心
宗
」

で
あ
る
と
の
べ
て

い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
達
磨
宗
を
理
教
と
断
じ
て
お
り
、
真
言
三
密
中
の
意
密
で
あ
る
と
す
る
栄
西
と
、
能
忍

の
い
う

「心
宗
」

は
会
合
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
を
も
教
学
の
範
囲
内
で
捉
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
禅
宗
を
心
宗
と
捉
え
る
形
は
、
日
本

天
台
教
学

の
中

で
、
既
に
五
大
院
安
然
が

『教
時
謝
論
』
に
説
い
て
お
り
、
栄
西
自
身
が
禅

へ
の
傾
倒
の
段
階
で

『教
時
謳
論
』
を
閲
覧

(10
)

し
て
い
る
。

『金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
禅
籍
篇
に
紹
介
さ
れ
た

『成
等
正
覚
論
』
は
、
石
井
修
道
氏
の
詳
細
な
検
討
に
よ
っ
て
、
達
磨
宗
に
関
係
す

(
11
)

る
撰
述

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
『成
等
正
覚
論
』
は
そ
の
敬
白
文
で

　

　　

　

　

　

　

へ

　

　

　

　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

今
此
講
会
略
有
三
意
一
一
演
此
法
縁
起

一二
談
自
心
即
仏
一

三
明
所
求
即
成

一即
是
心
宗
初
善
中
善
後
善
序
正
流
通

三
段
也

(金
沢
文
庫
資
料
全
書
禅
籍
篇

二
〇

一
頁
)

と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
全
体
を
三
段
に
分
け
て
、
第

一
に
達
磨
の
略
伝
、
第
二
に

「自
心
即
仏
」、
第
三
に

「
所
求

即
成
」
を
説

い

て
い
る
が
、
こ
こ
で
も

「心
宗
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
石
井
氏

の
指
摘

の
重
要
な
点
は
、
第
二
段
の

「自
心
即
仏
」
が
内
容
的

に

『宗
鏡
録
』
の
主
張
と

一
致
す
る
こ
と
、
ま
た
第
三
段
は

「
日
大
師
」
の
こ
と
ば
を
含
め
た
か
な
り
の
部
分
が

『宗
鏡

録
』
か
ら
の
引

用
で
あ

る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
北
宋
建
隆
二
年

(九
六

一
)
永
明
延
寿
が
撰
述
し
た

『宗
鏡
録
』
は
、
教
禅

一
致
を
説
く
こ
と
で
知
ら
れ

て
お
り
、
寛
治
八
年

(
一
〇
九
四
)
永
超
の

『
東
域
伝
燈
目
録
』
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本

へ
も
比
較
的
早

く
伝
来
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
の
叡
山
に
お
い
て
は
、
承
安
元
年

(
=

七

一
)

に
入
宋
し
た
覚

阿

(
=

四
三
～
?
)
が
、
膳
堂
慧
遠

(
一
一
〇
三
～
七
六
)

の
禅
法
を
嗣
い
で
帰
朝
し
、
ま
た
能
忍
が
達
磨
宗
を
唱
え
る
な
ど
、
禅
に

(
12
)

対
す
る
関
心
が
非
常
に
高
ま

っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
原
因
と
な

っ
た
の
が

『宗
鏡
録
』
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
能

忍
が

『宗
鏡
録
』

を
重
視
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
聖
光
上
人
弁
阿
と
の
問
答
か
ら
も
窺
え
る
。
『
聖
光
上
人
伝
』
に
は
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上
人
到
彼
禅
室
。
難
問
法
門
。
不
断
惑
之
成
仏
。
嘱

宗
鏡
録
之
三
章
。
醗

調

天
台
宗
之
三
諦
。
喉

達
磨
宗
之
五
宗
囎

賭
眼
糠

醸
甥

藷

。
禅
師
閉
・
結
舌
。
不
答
而
書

。
汝
是
文
殊
師
利
薩

。
為
訓
我
而
姦

云
云
。
禅
師
門
塁

難

ぎ

懇

而
不

輔
也

(続
群
書
類
従
九
-
上

三
十
二
頁
)

と
あ
り
、
形
と
し
て
は
能
忍
が
弁
阿
の
問
い
に
答
え
ら
れ
な
か

っ
た
と
し
て
い
る
が
、

「達
磨
宗
之
五
宗
」
や

「天
台
宗
之
三
諦
」
と

共
に
、

『宗
鏡
録
』
に
つ
い
て
も
、
少
な
く
と
も
他
人
か
ら
質
問
を
受
け
得
る
程
度
に
は
知
識
が
あ

っ
た
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
栄
西

の
能
忍
に
対
す
る
批
判
は
、
『
興
禅
護
国
論
』

(第
三
世
人
決
疑
門
)
に

問
日
、
或
人
妄
称
禅
宗
、
名
日
達
磨
宗
。
而
自
云
、
無
行
無
修
、
本
無
煩
悩
、
元
是
菩
薩
。
是
故
不
用
事
戒
、
不
用
事
行
、
ロ
バ応
用

便
臥
。
何
労
修
念
仏
、
供
舎
利
、
長
斎
節
食
云
云
。
是
助
如
何
。
答
日
、
其
無
悪
不
造
之
類
也
。
如
聖
教
中
言
空
見
者
、
是
也
。
不

可
与
此
人
共
語
同
座
、
応
避
百
由
旬
　

(大
正
蔵
経
八
十

・
七

・
c
～
八

・
a

)

と
あ
る
よ
う
に
、
徹
底
し
た
否
定
の
態
度
で
あ
る
。
栄
西
が
能
忍
を
認
め
な
い
の
は
、
こ
の
後

に
続
け
て

『宝
雲
経

』
『
摩
詞
止
観
』

『
宗
鏡
録
』
な
ど
を
引
い
て
、
禅
の
殊
勝
な
る
を
聞
い
て
も
、
事
理
の
行
を
欠
き
、
事
戒
無
き

こ
と
を
論
駁
し

て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、

達
磨
宗
が

「本
無
煩
悩
、
元
是
菩
薩
」
と
い
う
こ
と
に
安
住
し
て
、
「事
戒
を
用
い
ず
、
事
行
を
用
い
ず
、
只
ま
さ

に
便
臥
を
用
い
て
」

い
る
点
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
右

の
引
用
箇
所
の
直
前
に
も

『宗
鏡
録
』
を
引
い
て
、
自
ら
の
禅
が

「
暗
証
」
で
は
な
く

「悪
取
空
」
で

(
13
)

も
な

い
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
、
同
じ
く

『宗
鏡
録
』
に
依
り
な
が
ら
も
能
忍
の
理
解
が
そ
の
厳
し
い
事
戒
と
修
行

を
見
落
と
し
て
い
(
14
)

る
点
を
非
難
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
確
か
に

『成
等
正
覚
論
』
に
お
い
て
も
、
戒
に
対
し
て
は
明
確
な
考
え
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

宋
朝
禅
の
厳
格
な
持
戒
持
律
主
義
を
取
り
入
れ
て
、
敢
え
て
最
澄
が
棄
捨
し
た
小
乗
戒
を
重
視
し
、
叡
山
の
弊
風
を
打
破
し
よ
う
と
し
た

栄
西

か
ら
見
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
環
境
と
条
件

の
中

で
禅
を
指
向
し
な
が
ら
、
従
来
の
弊
風
を
ま

っ
た
く
脱
し
て
い
な

い
能
忍
は
、
ま
さ
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に

「共
語
同
座
」
す
べ
か
ら
ざ
る
、

「百
由
旬
を
避
く

べ
き
」
存
在
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

栄
西

は
台
密
学
匠
と
し
て
葉
上
流

の
祖
と
な

っ
て
い
る
が
、
能
忍
も
、
例
え
ば
上
野
世
良
田
長
楽
寺
真
言
院
了
義
が
台
密
の
口
伝
法
門

を
収
録
し
た

『了
因
決
』

に

　

　

　

　

　

大

旦
房
云
。
公
胤
第
五
三
昧
耶
仏
所
説
也
。
人
不
レ知
レ之

云
々

(大
正
蔵
経
七
十
七

・
一
六
七

・
b

)

と
あ
り
、
密
教

に
通
暁
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
ま
た

『渓
嵐
拾
葉
集
』
第
五
十
七
巻
に
は

　

　

　

　

　

　

　

　

其
時
物
語
云
。
五
大
院
御
作
蓮
花
観

フ
ノ
リ
抄
云
両
種
秘
書
有
レ之
。

(中
略
)
此
蓮
花
観
、

フ
ノ
リ
抄
申
事
東
寺
第

一
秘
曲
也
。

未

γ及
二散
在
一抄
也
云
云　

　

　

　

　
　

　

或
僧
物
語
云
。
此
秘
書
摂
津
国
三
宝
寺
云
所
在

之
云
云
、
大
旦
房
建
立
寺
也
。
道
光
行
可
二書
写
一約
束
畢

(大
正
蔵
経
七
十
六

・
六
九
二

・
a
～
b
)

と
あ

っ
て
、
三
宝
寺
に
お
い
て
密
教
が
研
鎖
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
高
野
山
宝
寿
院
所
蔵

『拾
遺
性
霊
集
』

(15
)

の
奥
書

に
、
同
史
料
の
底
本
が

「吹
田
三
宝
寺
本
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。

以
上
、
基
づ

い
た
史
料
が
断
片
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
能
忍
の
禅
風
の

一
端
を
考
え
て
み
た
が
、
そ
れ
は
叡
山
教
学

の
範
疇
に
お
い
て
、

十
分
に
捉
え
ら
れ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『宗
鏡
録
』
の
影
響
を
受
け
た
教
禅

一
致
の
傾
向
や
密
教
的
色
彩
は
、
ま
さ
し
く
栄
西

と
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
行

・
事
戒
を
欠
く
と
い
う
点
で
批
判
さ
れ
は
し
た
が
、
鎌
倉
期
に
勃
興
す
る
禅
が
叡
山
教
学
の
中
か
ら
醸

成
さ
れ
る

一
形
態
と
見
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
拙
庵
徳
光
に
対
し
て
所
悟
を
呈
し
、
印
可
証
明
を
得
た
と
さ
れ
る

こ
と
も
、
弟
子

の

(
16
)

派
遣
と

い
う
形
も
含
め
て
、
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
、
達
磨
宗
の
展
開
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従
来
の
視
点
に
立

っ
た
達
磨
宗
研
究
で
最
も
詳
細
な
も
の
は
、
大
久
保
道
舟
氏

の

「
原
始
僧
団
と
日
本
達
磨
宗
と

の
関
係
」

(筑
摩
書

房

『道
元
禅
師
伝
の
研
究
』
所
収
)
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
大
久
保
氏
は

「日
本
達
磨
宗
」
と
い
う
呼
称
を
初
め
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
禅
宗
を
指
し
て

「達
磨
宗
」
と
呼
ぶ
例
は
多
く
、
能
忍
の
場
合
も

『
百
錬
抄
』
や
螢
山
の

「嗣
書
助
証
」

に
も
や
は
り

「達
磨

宗
」

と
あ
る
が
、
氏
は
こ
れ
を
当
時
な
い
し
は
後
世
の
人
が
用
い
た
呼
称
で
あ
り
、
能
忍
自
身
が

「達
磨
宗
」
と
称

し
た
の
で
は
な
い
と

さ
れ
、

一
般
的
な
意
味
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に
、
特
に

「日
本
達
磨
宗
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
日
本
達
磨
宗
」
と

い
う
呼
称
は
史
料
の
上
で

一
度
も
用
い
ら
れ
て
い
ず
、
む
し
ろ

『悲
想
伝
授
抄
』

に
能
忍

の
言
葉
と
し
て

「達
磨
宗
」
と
あ
り
、
さ
ら
に

『成
等
正
覚
論
』
で
は

夫
此
宗
者
達
磨
大
師
所
伝
法
故
名
達
磨
宗
也

(金
沢
文
庫
資
料
全
書
禅
籍
編

二
〇

一
頁
)

と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
能
忍
自
身
か
、
少
な
く
と
も
そ
の
門
流
で
は

「達
磨
宗
」
と
自
称
し
て
い
た
、
と
見
る
方
が
妥
当
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
ま
た
螢
山
の

「嗣
書
助
証
」
に

錐
為
八
宗
講
者
、
進
以
為
達
磨
正
宗
初
祖
蒙
宣
下
、
自
爾
日
本
国
裏
初
迎
達
磨
宗

(曹
洞
宗
全
書
)

と
あ
り
、
『
聖
光
上
人
伝
』
に
も

於
是
禅
師
経
院
奏
、
弘
達
磨
宗

(続
群
書
類
従
九
1
上

三
十
二
頁
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
建
久
五
年

(
一
一
九
四
)

に
栄
西
と
共

に
弘
法
を
停
止
さ
れ
る
以
前
に
、

一
旦
は
弘
法
を
認
め
る
宣
下
が
あ
っ

た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
逆
に

一
般
的
な
形
で
叡
山
教
学

の
中

に
埋
没
し
て
い
た
禅
宗
が
、

「達
磨
宗
」
と
い
う
宗
名
の
も
と
に
、
い

わ
ば
市
民
権
を
得
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
本
稿

で
は
敢
え
て

「達
磨
宗
」
と
い
う
呼
称
を
用
い
る
。
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能
忍
の
主
た
る
活
動
時
期

に
つ
い
て
は
、
考
察

の
材
料
が
乏
し
い
。

『本
朝
高
僧
伝
』
第
十
九
巻
の

「能
忍
伝
」
に
は

釈
能
忍
、
号
大
日
、
平
家
士
将
景
清
叔
父
也
、

(中
略
)

一
夜
景
清
訪
来
、
忍
喜
其
選
遁
相
逢
、
使
弟
子
需
酒
於
杏
家
景
清
疑
告
事
於
官
府
、

乃
撰
劒
刺
殺
而
去

(大
日
本
仏
教
全
書

一
〇

二
、
二
七
三
頁
)

と
あ

っ
て
、
能
忍
は
甥
の
平
景
清

に
殺
さ
れ
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
源
氏
の
追
及
を
受
け
て
い
た
景
清
は
、
建
久
六
年

(
=

九
五
)

に
捕
ら
え
ら
れ
、
翌
年
に
断
食
し
て
死
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
『本
朝
高
僧
伝
』
の
記
事
に
拠
る
な
ら
ば
、
能

忍
の
示
寂
は
建

久
五
～
六
年
と
推
定
さ
れ
る
。
『百
錬
抄
』
に
拠
れ
ば
、
建
久
五
年
七
月
五
日
に
は
達
磨
宗
弘
法
停
止
の
宣
下
を
蒙

っ
て
い
る
か
ら
、
お

そ
ら
く
失
意
の
中
で
思
い
が
け
な
い
示
寂
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。
『本
朝
高
僧
伝
』
の
こ
の
記
事
が
ど
の
よ
う
な
史
料

に
基
づ
い
た
か

は
不
明
で
あ
る
が
、
能
忍
そ
の
人

の
活
動
は
、
建
久
年
間
で
終
了
す
る
と
見
て
お
く
。

建
久
五
年
に
弘
法
活
動
を
停
止
さ
れ
て
い
る
が
、
螢
山
の

「嗣
書
助
証
」
や

『聖
光
上
人
伝
』
に
拠
れ
ば
、

一
旦
は

「達
磨
正
宗
初
祖

(
17
)

と
し

て
宣
下
を
蒙
」
り
、
「院
奏
を
経
て
達
磨
宗
を
弘
」
あ
た
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
文
治
五
年
八
月
十
五
日
の
練
中

・
勝
弁
の
帰
朝
以
後
、

建
久
五
年
七
月
五
日
ま
で
の
期
間
の
こ
と
と
な
る
。
宝
地
房
証
真
が
文
治
四
年
に
著
し
た

『
天
台
真
言
二
宗
同
異
章
』

に
お
い
て
、
「
今

時
多
く
達
磨
宗
を
好
む
」
(大
正
蔵
経
七
四

・
四
二

一
・
a
)
と
述
べ
て
お
り
、
承
元
年
間
に
入
宋
帰
朝
し
て
叡
山

に
止

住
し
た
覚
阿
も

い
る
が
、
時
期
的
に
見
て
や
は
り
能
忍
を
意
識
し
て
の
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
能
忍
の
活
動
は
、
公
認
さ
れ
て
は
い
な
く

て
も
、

文
治
五
年
以
前
に
既
に
か
な
り
盛
ん
に
な

っ
て
い
た
と
見
得
る
。
し
た
が

っ
て
、
極
大
雑
把
に
い
え
ば
、
能
忍
の
達
磨
宗
初
祖
と
し
て
の

活
動

は
、
文
治
年
間
の
初
め
頃

(
=

八
五
頃
)
か
ら
、
建
久
五
年

(
一
一
九
四
)
ま
で
の
十
年
間
程
度
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

能
忍
の
示
寂
後
、
三
宝
寺
が
ど
う
い
う
状
況

で
護
持
さ
れ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
で
不
明
で
あ
り
、
あ
た
か
も

東
山

に
拠

っ
た
覚
曼
が
、

一
人
達
磨
宗

の
法
燈
を
嗣
い
だ
か
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
前
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
三
宝
寺
が
密
教
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を
研
鎖
す
る
道
場
で
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
史
料
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
残

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
具
体
的
な
状
況
を
語
る
も
の

で
は
な
く
、
能
忍
没
後
の
三
宝
寺
の
輪
郭
を
示
す
も
の
と
は
い
え
な
い
。

京
都
八
幡
市
の
浄
土
宗
正
法
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
摂
津
三
宝
寺
関
係
史
料
は
、
能
忍
没
後
の
三
宝
寺
に
光
を
あ
て
る
重
要
な
史
料
で
あ
り
、

達
磨
宗
研
究
に
新
た
な
視
点
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
史
料
の

一
々
に
つ
い
て
は

『曹
洞
宗
研
究
紀
要
』

一
八
号

(
一
四
二
頁
)

に
お
い

て
翻
刻
し
た
が
、
そ
の
大
半
は
、
能
忍
が
派
遣
し
た
二
弟
子
が
帰
朝
に
際
し
て
将
来
し
た
大
慧
の
袈
裟
、
達
磨
か
ら
六
祖
慧
能
に
至
る
六

人

の
祖
師
の
舎
利
、
普
賢
光
明
舎
利
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
六
祖

(以
下
、
当
該
史
料
の
表
現
に
従
い
、
達
磨
か
ら
六
祖
慧
能
に

至
る
六
人
の
祖
師
、
と
い
う
意
味
に
限
定
す
る
)
の
舎
利
の
護
持
状
況
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
内
容
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
史
料
は
、
昭

和

五
十
年
春
の
奈
良
国
立
博
物
館
特
別
展

「仏
舎
利
の
美
術
」
に
出
品
さ
れ
た
、
正
法
寺
蔵

「達
磨
六
祖
舎
利
容
器
」

の
附
属
文
書
と
し

て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
合
計
二
十
点
の
文
書
が
巻
子
装
二
軸
に
仕
立
て
ら
れ
、
六
祖
舎
利
お
よ
び
そ
の
容
器
、
火
焔
塔
型
舎
利
容
器
二

個
、
五
輪
塔
型
舎
利
容
器

一
個
、
伝
大
慧
宗
呆
袈
裟
な
ど
と
共
に
、

一
括
史
料
と
し
て
箱
に
納
め
ら
れ
、
京
都
国
立
博
物
館
に
委
託
管
理

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
た
史
料
に
お
い
て
、
能
忍
が
拙
庵
か
ら
授
与
さ
れ
た
と
記
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
『
元
亨
釈
書
』

に

「
法

衣
お
よ
び
賛
達
磨
像
」
と
あ
り
、
榮
山
の

「嗣
書
助
証
」
に

「臨
済
家
嗣
書
、
祖
師
相
伝
血
脈
、
六
祖
普
賢
舎
利
等
」
と
あ
る
。
嗣
書

・

血
脈
に
つ
い
て
は
、
螢
山
に
よ

っ
て
五
老
峰
に
埋
納
さ
れ
た
の
で
現
存
し
な
い
が
、
正
法
寺
所
蔵
史
料
の
発
見
に
よ

っ
て
、
そ
の
他
の
相

承
物
に
つ
い
て
は

一
応
確
認
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

正
法
寺
所
蔵
の
軸
装
文
書
の
A
軸

(以
下
、
文
書
の
番
号
は
、

『曹
洞
宗
研
究
紀
要
』
十
八
号
に
翻
刻
し
た
際
に
附
し
た
も
の
に
従
う
)

は
、
十
四
通
の
文
書
を
裏
打
ち
し
て
奥
書
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
三
通
は
文
書
二
点
が

一
通
に
写
さ
れ
て
い
る

の
で
十
七
点
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
写
し
の
原
文
書
が

一
点
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
十
六
点
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
大
慧
の
袈
裟

に
関
す

る
文
書
は
三
点

〔㊤
-p

b。ド

巳

で
、
「本
願
帰
朝
の
際
に
伝
来
」
し
た
も
の
で
、

「
三
宝
寺

の
重
宝
」

で
あ
る
こ
と
、

そ
の
寸
法
が
記
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さ
れ
て
い
る
。
舎
利

・
袈
裟
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
「摂
州
中
嶋
三
宝
寺
六
祖
舎
利
大
慧
袈
裟
伝
来
記
」
〔一凸

に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

摂
州
中
嶋
三
宝
寺
六
祖
舎
利
大
慧
袈
裟
伝
来
記

夫

レ
摂
州
中
嶋
三
宝
寺

ハ
大
日
上
ん
収
ひ
躰
禰
開
基
タ
リ

こ

後
鳥
羽
帝
文
治
己
酉
五
年
大
日
僧
徒
ヲ
宋
朝
遣
シ
テ

仏
照
禅
師
二
法
ヲ
受
継
ケ
リ
砒
鮨
庫
蛾
幅
其
後
大
日
モ

こ

亦
宋
行
ク
仏
照
大
日
ノ
信
敬
ヲ
感
美
シ
テ
達
磨
慧
可

僧
燦
道
信
弘
忍
慧
能
ノ
舎
利
及
ヒ
大
慧
禅
師

ノ
袈
裟

ヲ

附
属

ス
帰
朝

ア
ツ
テ
一二
宝
寺
宝
物
ト
シ
テ
歴
代
相
承
セ

リ
惜
哉
応
仁
三
年
夏
義
政
将
軍
摂
州
中
嶋
十
七

ち

箇
所

ヲ
責
玉

フ
中
嶋
諸
勢
是
ヲ
防
及

ハ
ス
敗
北
セ
リ

こ

其
時
三
宝
寺
都
テ
戦
場
ナ
リ
ヌ
衆
徒
宝
物
ヲ

亡
滅
セ
ン
事
ヲ
歎
キ
六
祖
舎
利
及
袈
裟
其
外
宝

　
　
　
　

こ

物
若
干
ヲ
泉
州
堺
郷
道
者
艸
苓
贈
レ
リ

　

　

其

ヨ
リ
〆
後
比
丘
尼
此
草
篭
ヲ
相
続
セ
リ
此
ノ
尼
聖

　

　

賢
院
開
基
大
檀
那
安
正
軒
宗
賢
居
士
ノ
叔
母
ナ
リ

(後
欠
)

こ
の
文
書
は
、
題
名
に

「摂
州
中
嶋
三
宝
寺
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
あ
る
い
は
正
法
寺
で
発
給
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
江
戸
期

に
著
さ
れ
た

『元
亨
釈
書
便
蒙
』
の
註
記
に
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或
日
、
衣
乃
呆
大
慧
之
旧
物
也
、
展
転
而
今
在
八
幡
山
下
正
法
寺
中
聖
賢
院

(第
二
巻

八
丁
右
)

と
あ
り
、
少
な
く
と
も
大
慧
の
袈
裟
が
正
法
寺
に
移
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
右

の

「
伝
来
記
」

が
語
る
よ
う
に
、
六
祖
舎
利

・
大
慧
袈
裟
に
つ
い
て
は
、
応
仁
の
乱
を
避
け
て
三
宝
寺
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
末
尾
に
あ
る

「聖
賢
院
」
が
正
法
寺
の
塔
頭
で
あ
る
聖
賢
院
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
二

つ
が
同

一
で
あ
る
か
ど

う
か
に

つ
い
て
は
、

(
18
)

多
少
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
舎
利

・
袈
裟
に

つ
い
て
は
現
実
に
正
法
寺
に
移
管
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
正
法
寺

に
お
い

て
そ
の
経
緯
を
認
あ
た
も
の
が
、
こ
の

「伝
来
記
」
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
能
忍
が
練
中

・
勝
弁
を
拙
庵
徳
光

の
許
に
派
遣
し
、
印
可
を
受
け
さ
せ
た
後
に
、
能
忍
自
身
が
渡
海
入
宋
し
、
種
々
の
相
承
物
は
こ
の
時
に
拙
庵
か
ら
能
忍
に
授
与
さ
れ
た

と
し
て
い
る
。
前
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
能
忍
に
と

っ
て
の
嗣
法
、
も
し
く
は
弟
子
を
派
遣
し
た
こ
と
に

つ
い
て
の
意
味
は
、
慎
重
に
再

検
討
す
べ
き
問
題

で
あ
る
が
、
『
元
亨
釈
書
』

の
批
判
が
世
に
与
え
た
影
響
は
お
そ
ら
く
大
き
く
、
面
授
嗣
法
を
極

め
て
重
視
す
る
宋
朝

禅
が
隆
盛
を
迎
え
る
中

で
、
一
種
の
負
い
目
の
よ
う
な
も
の
が
能
忍
入
宋
と
い
う
記
事
を
醸
成
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の

「
伝
来
記
」

に
は
達
磨
像
と
拙
庵
自
賛
頂
相
に
つ
い
て
の
何
の
記
述
も
無

い
が
、
達
磨
像
は
、
土
佐
長
浜
の
雪
瞑
寺
を
経
て
妙
心

寺
大
通
院
の
什
物
と
な
り
、
寛
永
十
三
年

(
一
六
三
六
)
愚
堂
東
建

(
一
五
七
九
～

一
六
六

一
)
が
後
水
尾
上
皇
に
請
さ
れ
て
陞
座
説
法

(
19
)

し
た
際
に
、
仙
洞
御
所

の
壁
間
に
掛
け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
拙
庵
自
賛
頂
相
に
つ
い
て
は
、
辻
善
之
助
氏
が
、
大
正
五
年
下
条

(
20
)

正
雄
氏
売
立

に
賛
文

の
み
を
表
装
し
た
も
の
が
出
て
い
る
の
を
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
達
磨

像

・
拙
庵
自
賛
頂
相
は
正
法
寺
に
移
管
さ
れ
ず
、
し
か
も
応
仁
の
乱
に
も
亡
滅
し
な
か

っ
た
こ
と
に
な
り
、

「伝
来
記
」
が
正
法
寺
発
給

で
あ
る
こ
と
の
傍
証
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

A
軸
十
七
点

の
う
ち
、
写
し

一
点
を
含
め
た
十
三
点
が
六
祖
普
賢
舎
利
関
係
の
文
書

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
三
宝
寺
に
お
い
て
の
舎

利

の
護
持
相
伝
が
非
常

に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
特
に

『
山
〕
に
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普
賢
光
明
舎
利
参
拾
柴
粒

右
先
師
従
宋
朝
伝
来
為
禅
宗
重
宝
師
資

相
承
不
可
散
失
　

建
保
六
年
五
月
十
五
日
弟
子
定
観
記
之

在
判

と
あ
り
、

「禅
宗
重
宝
」
と
し
て
相
承
し
、
散
失
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
点
は
、
こ
れ
が
建
保
六
年

(
一
二

一
八
)
と
い
う

早
い
時
期
の
史
料
で
あ
る
だ
け
に
、
達
磨
宗
自
体
に
も

「禅
宗
」
と
い
う
意
識
が
あ

っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
興
味
深
い
。
さ
ら
に
、
寛
喜

二
年

(
一
二
一二
〇
)
の

「三
宝
寺
御
舎
利
安
置
之
状
案
」

〔6
〕、
応
永
十
二
年

(
一
四
〇
五
)
の

「
三
宝
寺
重
宝
内
御

舎
利
六
祖
分
数
」

〔8
〕
、
寛
正
三
年

(
一
四
六
二
)
の

〔㊤
-巴

応
仁
元
年

(
一
四
六
二
)
の

「六
祖
御
舎
利
米
粒
数
」
ロ
ーび
〕
な
ど
は
、
鎌
倉
か
ら
室
町

期
を
通
じ
て
、
六
祖
お
よ
び
普
賢
光
明
舎
利
の
数
の
増
減

・
形

・
色
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
細
に
記
録
し
て
お
り
、
そ
の
保
管
に
心
を
配

っ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
〔⑩
と
〕
が
嘉
禎
四
年

(
一
二
三
八
)
八
月
十
日
付
け
の
、
「僧
観
照
」

に
よ
る
舎
利
殿
の
棟
札

と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。

つ
ま
り
舎
利
の
相
伝
護
持
の
た
め
に
、
独
立
し
た
伽
藍
を
建
立
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

〔
13
〕
は
A
軸
の
文
書
中
最
も
古
い
年
記
を
持

つ
も
の
で
あ
る
が

建
仁
元
年
厳
正
月
三
日
辮
依
同
法
定
観
之

勧
奉
拝
六
祖
御
舎
利
之
処
第
六
祖
舎
利

一
粒
始
出
来
御
与
元
合
二
粒
蔽
顧
媚
舶

是
機
感
時
至
歎
甚
以
幸
甚
ぐ

達
磨
御
舎
利
元
二
粒

慧
能
御
舎
利
今
成
二
粒

傍
六
祖
合
八
粒
舎
利
也

当
時
成
不
思
議
思
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乃
所
記
之
也

蓮
阿
弥
陀
仏
観
真

(花
押
)

六
代
祖
師
舎
利
事

(端
裏
)

と
あ
り
、
観
真
が
同
法
の
定
観
の
勧
め
に
よ

っ
て
六
祖
舎
利
を

「
拝
見
」
し
た
と
こ
ろ
、
慧
能
の
舎
利

一
粒
が
出
来
し
た
と
い
う
奇
端

を
述

べ
て
い
る
。
同
種
の
奇
端
は

〔10
〕
に
も

応
水
+
×
身

土

月
+

百

酉
剋
御
舎
利
信
瀦

来
拝
見
之
時
普
賢
光
明
御
舎
利
之
内
青
色
御
舎

　
　
　
　

利

一
粒
分
散
在
之
錐
為
末
代
御
舎
利
奇
特
不
思
義
奇
端
也

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
宗
助
と
い
う
僧
が

「拝
見
」
し
た
時
に
、
普
賢
光
明
舎
利

一
粒
が
分
散
し
た
と
い
う
も
の
で
、
末
代
の
舎
利
と

は
い
え
不
思
議
な
奇
端
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
宗
助
を

「御
舎
利
信
仰
僧
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
も
含
あ
、
三
宝
寺
に
お
け
る

舎
利
信
仰
と
、
そ
こ
で
の

「
拝
見
」
と
い
う
儀
式
の
重
要
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
B
軸
の

〔2
〕
は
、
「高
声
念
仏

.
散

華

.
焼
香
」
な
ど

の
巧
徳
を
、
経
証
を
引
き

つ
つ
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
最
初
に

「舎
利
十
徳
」
を
、
次
に

「
仏
舎
利
拝
見
の
十
三
種
功
徳
」
を
挙

げ

て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
三
宝
寺

に
お
け
る
舎
利
信
仰
と
、

「拝
見
」
の
重
要
性
が
窺
え
る
。
他
の
文
書
が
多
く
舎
利

の
保
管
と
分
散

を
防
ぐ
意
図
を
持

っ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
こ
と
を
語

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が

一
方
で
は
、
聖
順
房
証
文
」
〔4
〕
に

範
永
生
年
三
十
八
之
年
自

一
蓮
御
房
普

賢
光
明
御
舎
利

一
粒
処
分
給
畢
件
御

舎
利
元
者
心
蓮
御
房
御
所
持
也
数
三
十
七

但
赤
色
御
舎
利
也

粒
也
其
内

一
粒

・
一
蓮
御
房
御
奉
請
也
彼
院

主
圓
聖
房
懇
切
範
永
之

一
期
後
者
可
奉
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本
所
返
納
之
由
令
証
望
給
傍
必
可
奉
渡
之
由

令
申
約
束
候
必
若
又
最
後
錐
有
忘
却
可

被
尋
取
候
之
状
如
件

寛
喜
二
年
十
月
七
日

金
剛
仏
子
範
永(花

押
)

聖
順
房
証
文

(端
裏
)

と
あ
る
よ
う
に
、
舎
利
を
分
与
す
る
こ
と
も
あ
り
得
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
場
合

で
も
、
分
与
を
受
け
た
範
永
が
亡
く

な

っ
た
時
に
は
、
必
ず
本
所

(三
宝
寺
)

へ
返
納
す
る
よ
う
、
彼
の

(お
そ
ら
く
三
宝
寺

の
)
院
主
円
聖
房
が
書
房
し

て
お
り
、
む
し
ろ

そ
の
こ
と
を
確
認
す
る
意
味

の
証
文
と
な

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
な
る
べ
く
分
散
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
「禅
宗
重
宝
」

と
し

て
、
六

祖
普
賢
光
明
舎
利
を
護
持
相
伝
す
る
こ
と
が
、
能
忍
没
後
の
三
宝
寺
の
重
要
な
役
割

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も

「三
宝
寺
御
舎

利
安
置
之
状
案
」
〔6
〕
に
は

(前
略
)

右
本
願
上
人
自
宋
朝
伝
来
之
後
為
禅
宗
重

宝
所
師
資
相
承
也
而
為
宗
本
寺
故
彼
御
舎

利
之
随

一
合
五
粒
奉
安
置
三
寳
寺
之
序
如
件

寛
喜
二
年
庚
寅
二
月
十
五
日

日
記
之

三
寳
寺
御
舎
利
安
置
之
状
案

(端
裏
)

(傍
点
筆
者
)
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と
、
達
磨
宗
の
本
寺
で
あ
る
こ
と
の
権
威
の
象
徴
と
し
て
、
舎
利
を
安
置
す
る
旨
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
意
味

で
は
、
東
山
か
ら
多
武

峰

へ
と
移
錫
し
て
い
っ
た
覚
曼
は
、
傍
系
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
考
察
の
結
果
、
能
忍
没
後
の
三
宝
寺
の
状
況
と
し
て
い
い
得
る
こ
と
は
、
密
教
研
鎖

の
道
場
と
い
う
性
格
を
持
ち
な
が
ら

も
、
意
識
と
し
て
は
禅
宗
と
い
う
自
覚
が
あ
り
、
実
態
と
し
て
は
舎
利
信
仰
の
寺
院
と
し
て
機
能
し
て
い
た
、
な
ど

の
こ
と
で
あ
る
。

四
、
波
著
寺
系
達
磨
宗

三
宝
寺
が
達
磨
宗
の
根
本
道
場
で
あ
る
こ
と
は
、
右
に
考
察
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
覚
曼
の
系
統
を
無
視
し
て
よ

い
か
と
い
う
と
、
依

然

と
し
て
そ
の
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
日
本
曹
洞
宗
教
団
史
は
、
覚
曼
下
の
達
磨
宗
の
検
討
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な

い
。

懐
　

・
懐
鑑
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
門
下
や
法
孫
が
道
元
会
下
に
投
じ
る
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
そ

の
人
達

に
よ

っ
て
初

期
曹
洞
宗
教
団
、
言
い
換
え
れ
ば
道
元
示
寂
後

の
僧
団
が
形
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
特

に
覚
曼
や
懐
鑑

に
つ
い

て
は
不
明
な
部
分
が
多
く
、
そ
の
こ
と
が
初
期
曹
洞
宗
教
団
史
の
解
明
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

覚
曼
が
ど
の
よ
う
な
経
歴
な
の
か
は
、

一
切
不
明
で
あ
る
。
能
忍
在
世
中
に
お
け
る
覚
曇
の
記
録
は
確
認
で
き
な

い
。
覚
曼
が
語
ら
れ

る

の
は
、
や
は
り
懐
契
と
の
関
係
に
お
い
て
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
想
像
す
る
し
か
な
い
。

(
21

)

竹
内
道
雄
氏
は
、
能
忍
の
示
寂
を
承
元
年
間

(
一
二
〇
七
～

一
〇
)
で
あ
る
と
さ
れ
、
覚
曼
が
東
山
か
ら
多
武
峰
に
達
磨
宗
徒
を
率
い
て

入
山
す
る
時
期
を
、
承
元
二
年

(
一
二
〇
八
)
の
金
峰
山
宗
徒
の
焼
き
討
ち
と
い
う
騒
乱
が
落
着
し
た
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

覚

嬰
は
叡
山
横
川
系
の
学
僧
で
あ
り
、
早
い
時
期
に
多
武
峰
に
入

っ
て
い
た
が
、
能
忍
の
禅
風
を
聞
い
て
参
学
し
、
そ
の
示
寂
後
は

一
門

を
率

い
て
再
入
山
し
、
達
磨
宗
の
新
た
な
拠
点
と
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る

(『永
平
二
祖
孤
雲
懐
　
禅
師
伝
』
)。
前

に
考
察
し
た
と
お

り
、
能
忍
の
示
寂
を
建
久
五

(
=

九
四
)
年
か
六
年
と
し
、
達
磨
宗
法
嗣
と
し
て
の
覚
曼
が
多
武
峰
に
入
山
す
る
時
期
を
、
竹
内
氏
の
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推
定

に
基
づ
い
て
承
元
三
～
四
年
頃
と
す
れ
ば
、
約
十
五
年
間
を
京
都
東
山
で
過
ご
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
多
武
峰
が
再
び
興
福
寺

(
22
)

衆
徒

の
襲
撃
を
受
け
る
の
が
、
安
貞
二
年

(
一
二
二
八
)
四
月
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
覚
曇
の
多
武
峰
在
山
は
二
十
年
近

く
に
及
ぶ
こ
と

に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
東
山
お
よ
び
多
武
峰

で
の
覚
曇
の
活
動
期
間
は
決
し
て
短
い
と
は
い
え
ず
、
は
た
し
て
こ
の
期
間
に
ど
う
い
う
活

動
を
し
た
の
か
が
問
題
と
な
る
。
例
え
ば
覚
曼
が
東
山
に
在

っ
た
当
時
、
栄
西
は

『
興
禅
護
国
論
』
を
撰
述
し
、
建
仁

寺
や
寿
福
寺
を

建
立
し
、
鎌
倉
幕
府

の
法
要

の
導
師
を
勤
め
る
な
ど
、
最
も
盛
ん
な
活
動
期

に
あ

っ
た
。
日
蓮
が
能
忍
の
活
動
を

「建

仁
年
中
」

(開
目

抄
、
安

国
論
御
勘
由
来
な
ど
)
と
し
て
い
る
の
は
、
実
際
に
は
覚
曼
の
活
動
を
指
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
三
宝
寺
自
体

の
活
動
を
い
っ
た

も
の
か
、
現
時
点

で
は
不
明

で
あ
る
が
、
覚
曼
の
活
動
が
そ
れ
自
体
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
必
然
的
に
覚
曼
の
印
象
を
弱

い

も
の
に
し
て
い
る
。

懐
　

が
覚
曼
に
参
じ
た
時
期
に
つ
い
て
も
、
明
ら
か
で
は
な
い
。
村
上
素
道
氏
は
貞
応
二
年

(
一
二
二
三
)
と
推
定
さ
れ
、
竹
内
氏
も

そ
の
説

に
同
調
さ
れ
て
い
る
。
諸
伝
が
多
武
峰
の
覚
曼
に
参
じ
た
と
し
て
い
る
の
で
、
貞
応
二
年
を
含
む
時
期
に
は
違

い
な
い
が
、
具
体

的
な
根
拠
は
確
認
で
き
な
い
。
参
学
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
諸
伝
が

「見
性
成
仏
の
旨
を
聞
き
、
首
榜
厳
経
の
頻

伽
瓶
喩
に
至
」

っ

(
23
)

て
省
悟
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
こ
れ
が
覚
曇
の
学
人
接
化
の
内
容
を
伝
え
る
、
唯

一
の
記
事

で
あ
る
。

た
だ
僧
団
の
規
模

に
つ
い
て
は
、
『伝
光
録
』
が

「
三
十
鯨
輩
」
と
い
い
、
『
三
祖
行
業
記
』
は

「学
徒
半
百
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

三
十
～
四
十
人

ほ
ど
は
居
た
よ
う
で
あ
る
。

懐
鑑

の
覚
曼

へ
の
参
学
に
至

っ
て
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
越
前
波
著
寺
下
向
の
時
期
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
竹
内
氏
は
、

や
は
り
安
貞
二
年

(
一
二
二
八
)
の
興
福
寺
衆
徒
に
よ
る
多
武
峰
焼
き
討
ち
を
契
機
と
し
て
、
覚
曇
に
命
じ
ら
れ
て
新

た
な
拠
点
を
求
め

て
越
前

に
下
り
、
覚
嬰

・
懐
　
と
連
絡
を
保
ち
な
が
ら
、
門
下
の
育
成
に
あ
た
っ
て
い
た
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
仁
治
二
年

(
一
二
四

一
)
興
聖
寺
に
お
け
る
懐
鑑
と
そ
の
門
下
の
集
団
帰
投
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
大
谷
哲
夫
氏
は
、
能
忍
の
示
寂
後
間
も
無
い
承
元
年
間

(
一
二
〇
七
～

一
〇
)
に
、
多
武
峰
に
入
山
す
る
覚
曼

・
懐
　
の
師
資
と

¢
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は
別

に
、
懐
鑑
は
自
身
の
門
下
を
率
い
て
越
前
に
下
向
し
、
波
著
寺
系
と
し
て
分
裂
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る

(「
日
本

達
磨
宗
と
二
祖
国

師
」
『
傘
松
』
昭
和
五
十
年
五
月
号
)
。

右

の
問
題
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
新
た
な
検
討

の
材
料
を
見
出
し
得
な
い
が
、
相
承
物
と
い
う
点
か
ら
少
し
考
え

て
み
た
い
。
螢
山

の

「嗣
書
助
証
」
は
、
拙
庵
が
練
中

・
勝
弁
二
使
を
通
じ
て
能
忍
に
授
け
た
も
の
と
し
て
、
「臨
済
家
嗣
書

・
祖
師
相

伝
血
脈

.
六
祖
普

賢
舎
利
等
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
達
磨
正
宗
と
し
て
公
認
さ
れ
た
能
忍
の
法
は
、
東
山
覚
曼
-
波
著
寺
覚
禅

(懐
鑑
)
1
義
介
と

相
承
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
書
き
記
し
た

「此

の
書
、
井
び
に
六
祖
普
賢
舎
利

一
粒
」
を
紹
理
長
老
に
授
け
る
と
述
べ
て
い
る
。

義
介

が
臨
済
家
嗣
書
も
し
く
は
祖
師
相
伝
血
脈
を
伝
領
し
て
い
た
こ
と
は
、
『御
遺
言
記
録
』
に

　

こ
　

　

　

　
り
　

　

　

　
　

　

　

　

こ
　

　

　

　
り
　

又
御
尋
云
、
林
際
下
仏
照
禅
師
嗣
書
、
故
蓼
師
伝
二授

之
一否
。
又
禰
見
レ之
乎
。
義
介
白
、
此
相
伝
不
レ名
嗣
書
、
祖
師
相
伝
血
脈

　
り

　

云
云
。
義
介
拝
二見
之
叩

(道
元
禅
師
全
集
下
巻

四
九
六
頁
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
「
六
祖
普
賢
舎
利

一
粒
」
と
い
う
表
現
は
、
「六
祖
」
と
い
う
場
合
は
、
必
ず
達
磨
か
ら
慧
能
ま
で

の
六
人
の
祖
師
を
意
味
す
る
正
法
寺
所
蔵
史
料
の
表
記
か
ら
見
る
と
、
い
さ
さ
か
不
自
然

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

『
洞
谷
記
』

の

「洞
谷
山
伝
燈
五
老
悟
則
井
行
業
略
記
」
に

今

一
生
所
持
之
嗣
書
、
井
六
祖
御
所
持
之
南
獄
門
下
伝
来
相
承
之
普
賢
舎
利
、
及
先
師
頂
骨
、
自
筆
五
部
大
乗
経
、
奉
納
当
山
、
鎮

護
山
門
、
擁
護
法
命
、

干
時
元
亨
三
年
癸
亥
九
月
十
三
日

釈
迦
牟
尼
仏
五
十
四
世
法
孫
洞
谷
紹
理
記

(曹
洞
宗
全
集

宗
源
下

五

一
五
頁
)

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「六
祖
慧
能
が
所
持
し
、
南
獄
門
下
に
お
い
て
伝
来
相
承
し
て
き
た
普
賢
舎
利
」

が

一
粒
、
と
い
う
意
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(
24
)

味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
残
さ
れ
た
史
料
に
お
い
て
、
懐
　
に
関
し
て
は
こ
の
種
の
相
承
物
が
確
認
で
き
な
い
。
右
に
挙
げ
た
相
承
物
が
、

懐
鑑

の
系
統
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
の
全
て
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
懐
　
に
は
達
磨
宗
徒
と
し
て
の
顕
著
な
相
承
物
は
無
か

っ
た
の
か
等
、

不
明
な
点
は
多
い
が
、
確
認
で
き
る
相
承
物
の
有
無
と
い
う
点
か
ら
の
み
い
え
ば
、
覚
曼
に
と

っ
て
、
達
磨
宗
の
正
嫡
は
懐
鑑
で
あ

っ
た

の
か
も
知
れ
な
(唖
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
懐
鑑
が
そ
れ
ほ
ど
早
い
時
期
に
覚
曇
の
膝
下
を
離
れ
る
と
は
考

え
ら
れ
な

い
。
義
介
が
十
三

歳

で
波
著
寺

の
懐
鑑
に
就
い
て
得
度
と
す
る
の
が
寛
喜
三
年

(
一
二
三

一
)

で
あ
り
、
当
然
懐
鑑
の
越
前
下
向
は
こ
れ
以
前
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

つ
ま
り
懐
鑑
の
波
著
寺
下
向
は
、
安
貞
二
年

(
一
二
二
八
)
興
福
寺
衆
徒
に
よ

っ
て
堂
舎

・
僧
房
を
焼
き
払
わ
れ
た
こ
と
を
契

機
と
し
、
そ
の
後
間
も
無
い
時
期
で
あ
る
と
い
う
竹
内
氏
の
推
測
が
、
よ
り
妥
当

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

竹
内
氏
は
さ
ら
に
、
安
貞
二
年
興
福
寺
衆
徒
に
よ
る
多
武
峰
焼
き
討
ち
事
件
が
、

一
応
収
束
す
る
寛
喜
元
年

(
一
二
二
九
)
十

一
月
二

日
以
後
、
間
も
な
い
時
期
に
懐
　
は
道
元
に
初
相
見
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
懐
　
が
改
め
て
興
聖
寺
に
お
い
て
道
元
に
参
入
し

た
の
は
、
諸
史
料
が
文
暦
元
年

(
一
一
一一二
四
)
と
伝
え
て
い
る
。
懐
　
の
道
元
参
随

に
つ
い
て
は
、

『本
朝
高
僧
伝
』
第

一
九
巻

「能
忍

伝
」

に
あ
る
よ
う
に
、
師
覚
曇
の
臨
終
に
お
け
る
指
示
に
よ
る
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
覚
曼
の
指
示
が
道
元
と
懐
　
の
初
相
見

の
前

で
あ
る
の
か
、
二
度
目
の
興
聖
寺
に
お
け
る
参
随
の
前
で
あ
る
の
か
、
言
い
換
え
れ
ば
覚
曼
の
示
寂
が
何
時
な
の
か
は
、
明
ら
か
で

は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
度

の
相
見
の
間
に
五
年
と
い
う
時
間
が
あ
る
こ
と
、
道
元
が
建
仁
寺
を
離
れ
た
後
も
、
興
聖
寺
を
開
創
す

る
ま

で
参
随
し
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
懐
　
は
覚
曼
の
臨
終
を
見
取

っ
た
後
、
改
め
て
道
元
の
膝
下
に
投
じ
た
と

い
う
見
方
が

一
般

的
で
あ
る
が
、
懐
鑑
が
越
前
に
下
向
し
た
時
期
と
考
え
併
せ
る
と
、
再
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
二
度

の
相
見
の
間
の
約
五
年
間
、

懐
渠
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

っ
た
の
か
は
、
達
磨
宗
徒
と
し
て
行
動
し
た
と
い
う
見
方
が
多
い
が
、

こ
れ
に

つ
い
て
は
考
察
の
材
料
が

ま

っ
た
く
無
い
。

面
山
瑞
方

(
一
六
八
三
～

一
七
六
九
)
の

『
訂
補
建
斯
記
』
乾
巻
の
補
注
に
は

洞
上
室
内

・
古
来
ノ
ロ
訣
云

・
築
紫
ノ
博
多

二
・
能
忍
云
人

ア
リ

・
平
家
ノ
士

・
悪
七
兵
衛
景
清

ノ
叔
父
ナ
リ

・
彼
上
人

.
宋

ノ
育
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王
山
ノ
仏
照
禅
師
ヲ

・
伝
聞
テ

・
練
中
勝
辮

ノ
ニ
弟
子

ヲ
使
ヒ
シ
テ

・
嗣
法
ヲ
請
仏
輝
、
法
衣
井

二
・
達
磨
ノ
像

二
賛

シ
テ
贈

ル
賛

云

・
直
指
人
心

・
見
性
成
佛

・
太
華
攣
開

・
槍
漠
頓
端

・
錐
然
接

得
神
光
箏
奈
當
門
歯
歯
敏

・
ト

・
コ
レ
ヲ
得

テ

・
津
国

ノ
三
宝

寺

二
住
シ
テ

・
日
本

ノ
達
磨
宗
ト
号
セ
ラ
ル
・
道
徳
サ
カ
ン
ナ
ル
ヤ

・
深
法
禅
師
ノ
勅
号
ア
リ

・
後

二
難

二
逢

テ
寂

ス
・
ソ
ノ
嗣
法

　
　
　

ノ
弟
子

・
覚
曼
上
人

・
和
州
ノ
談
峯

二
住
シ
テ

・
達
磨
宗

ヲ
唱

フ
・
曇
ノ
弟
子

・
懐
塁

・
懐
奨

・
懐
照

・
懐
義

比
丘
尼
等

ア
リ

・
懐

竪
ヲ
畳
琿
和
尚
ト
称

ス
・
越
前

ノ
波
著
寺

二
住
シ
テ

・
弟
子
多
シ

・
義
介

・
義
サ

・
義
演

・
義
準

・
義
淳

・
義
運
等
ナ
リ

・
後

二
法

ヲ
義
介

二
遺
嘱
シ
テ
寂

ス
・
懐
　

ハ
祖
師

二
侍
シ
テ

・
入
室
セ
ラ
ル

・
コ
ノ
懐
竪

・
懐
奨

・
懐
照
共

二
・
祖
師

二
帰
属
セ
ラ
ル
、

コ

ト
ハ
・
覚
曼
上
人

ノ
遺
意

二
・
先
師
能
忍
ノ
得
法

・
モ
ト
面
受

二
・
ア
ラ
ヌ
ユ
ヘ
ニ
・
タ
ぐ
シ
カ
ラ
ズ

・
門
人
向
後
共

二
・
道
元
禅

師

二
・
依
属
セ
ラ
ル
ベ
シ
ト

(河
村
孝
道

『諸
本
対
校
永
平
開
山
道
元
禅
師
行
状
建
斯
記
』

一
四
五
頁
)

と
あ
り
、
覚
曼
門
下
の
懐
鑑

・
懐
奨

・
懐
照

・
懐
義
尼
な
ど
が
い
ず
れ
も
道
元
に
帰
投
し
た
の
は
、
覚
曼
の
遺
意
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
理
由
は
、
面
授
得
法
で
な
い
能
忍
の
法
は
正
し
く
な
い
の
で
、
自
分

の
門
人
達
は
向
後
道
元
に
依
嘱
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、

こ
の

『訂
補
建
斯
記
』
の
記
事
は
い
か
に
も
道
元
寄
り
の
も
の
で
あ
り
、
宋
朝
禅
が
隆
盛
を
迎
え
る
中
で
、
達
磨
宗
徒
に
と

っ
て

面
授
を
欠
く
と
い
う
虎
関
師
錬
の
批
判
が
重
み
を
加
え
て
い
た
と
は
い
え
、
自
ら
の
師
能
忍
を
否
定
す
る
よ
う
な
発
言
が
あ

っ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
や
は
り
、
覚
曼
が
懐
　
に
道
元

へ
の
参
随
を
指
示
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
当
時
の
仏
教
界
の
状
況
を
様
々
に
考
慮
し
た

結
果

で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

懐
鑑
は
仁
治
二
年

(
一
二
四

一
)、
門
下
を
率
い
て
興
聖
寺
道
元
会
下
に
参
じ
る
。
安
貞
二
年

(
一
二
二
八
)
以
後

間
も
な
い
時
期

に

越
前

に
下

っ
た
と
し
て
、
波
著
寺
で
の
止
住
は
十
年
を
超
え
る
。
翌
々
年
の
寛
元
元
年

(
一
二
四
三
)
に
は
道
元
は
越
前
に
下
向
す
る
が
、

大
久
保
道
舟
氏
の
、
道
元
の
越
前
下
向
に
は
越
前
出
身

で
あ
る
懐
鑑
の
懲
愚
が
重
要
な
要
素
で
あ

っ
た

(『道
元
禅
師
伝

の
研
究
』

四

一

八
頁
)
、
と
い
う
指
摘
は
非
常
に
興
味
深
い
。
懐
鑑
自
身
が
多
武
峰
か
ら
波
著
寺

に
移
錫
す
る
こ
と
も
、
あ
る
い
は
覚

曼
の
指
示
を
受
け



て
、
達
磨
宗
の
新
た
な
拠
点
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
あ

っ
た
に
せ
よ
、
よ
り
現
実
的
な
理
由
と
し
て
は
、
そ
こ
が
自
ら
の
出
身
地
で
あ

っ

た
と

い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

波
著
寺
系
達
磨
宗

に
関
す
る
問
題
と
し
て
は
、
懐
鑑
そ
の
人
と
道
元
の
関
係
、
な
い
し
懐
鑑
門
下
の
永
平
寺
に
お
け
る
処
遇
と
い
っ
た

(
26
)

点
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
別
に
検
討
し
た
の
で
、
そ
れ
に
譲
る
。
ま
た
懐
鑑
門
下
相
互
の
関
係
が
、
道
元
の
示
寂
後
、
ど
う

よ
う
に
な

っ
た

の
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。

五
、
お
わ
り

に
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新
し

い
史
料
の
発
見

・
紹
介
が
あ

っ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
大
旦
房
能
忍
お
よ
び
達
磨
宗

に
関
す
る
史
料
不
足
が
、
決
定
的
に
解
消
さ
れ

た
わ
け

で
は
な
い
。
強
い
て
い
え
ば
、
今
後
新
た
な
史
料
発
見
の
可
能
性
が
高
ま

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
特
に
京
都
八
幡
市
の
正

法
寺
に

つ
い
て
は
、
綿
密
な
調
査
の
必
要
が
あ
る
が
、
い
ま
だ
そ
の
機
会
を
得
て
い
な
い
。
螢
山
の

「嗣
書
助
証
」
に
あ

る
練
中

・
勝
弁

の

『
在
唐
記
』
な
ど
は
、
書
名
も
判
明
し
て
お
り
、
内
容
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度

の
予
測
は
つ
く
が
、
日
本
仏
教
史
上
様

々
に
取
り
沙
汰

さ
れ
る
能
忍
の
印
可
代
受
問
題
に
関
わ
る
だ
け
に
、
発
見
が
　
た
れ
る
。

本
稿

に
お
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
義
介
と
螢
山

の
間
で
嗣
法
さ
れ
る
際
に
は
、
い
わ
ば
達
磨
宗
と
曹
洞
宗
の
融
合

を
図
る
作
業
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
は
大
乗
寺
僧
団
は
極
め
て
興
味
深
い
存
在
で
あ
る
。
大
乗
寺
に

つ
い
て
は
、
既
に

『曹
洞
宗
全
書
』
編
纂
な
ど
に
伴
な

っ
て
調
査
が
実
施
さ
れ
た
し
、
筆
者
自
身
も
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
時
点

で
は
新
た
な
史

料
の
発
見
は
無
か

っ
た
。
し
か
し
、
大
乗
寺
僧
団

の
検
討
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
曹
洞
宗
寺
院
と
し
て
考
え
る
と
同
時
に
、
達
磨
宗
系
寺

院
と
し

て
も
考
察
し
て
み
た
い
。

本
稿

で
は
、
現
時
点

で
確
認
で
き
る
史
料
に
基
づ
い
て
、
達
磨
宗
の
展
開
、
特
に
波
著
寺
系
に

つ
い
て
考
え
た
が
、
当
然
の
こ
と
と
し
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て
、
曹
洞
宗
と
の
関
係
を
さ
ら
に
厳
密
に
検
討
し
、
訂
正
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

註(1
)

拙
稿

「
栄
西

に
於

け
る
宋
朝
禅

の
受
容
」

(駒
沢
大
学
仏
教
学

部
論
集
第
十

一
号

二
七
四
頁
)

(2
)

達
磨
宗

に
関
す
る
研
究
史

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
大

旦
房
能
忍

の
禅
」
(曹

洞
宗

宗
学

研
究
第

二
十
六
号

二
二

一
頁
)
参
照
。

(3
)

「
大
旦

房
能

忍

の
禅

」
(曹

洞
宗

宗
学
研
究
第

二
十
六
号
)

「
能
忍
没
後

の
達
磨
宗
」

(曹
洞
宗

宗
学
研
究
第

二
十
七
号
)

「
能
忍
没
後

の
達
磨

宗
」

(印
度
学
仏
教
学
研
究
三
十

四
-
二
)

「
摂
津
三
宝
寺

関
係
史
料
」

(曹
洞
宗
研
究
紀
要
第
十
八
号
)

「
懐
鑑
門
下

と
永
平
寺
」

(曹
洞
宗

宗
学
研
究
第
三
十

一
号
)

(4
)

『
百
錬
抄
』
第
十
巻
建
久

五
年

(
=

九
四
)
七
月
五

日
条

に

七
月
五
日
甲
子
、

入
唐
上
人
榮
西
、
在
京
上
人
能
忍
等
、
令
建

立
達
磨
宗

之
由
風

聞
、

可

被

停
止

之
旨
。
天
台
宗
僧
徒
奏

聞
云
々
。
可

從

停
止

之
趣
被

宣
下

云

々

(新
篇
国
史
大
系
第
十

一
巻

一
二
五
頁
)

と
あ
る
。

(5
)

大
久
保
道
舟

『道
元
禅
師
伝

の
研
究
』
四

一
〇

頁
、
高
橋

秀
栄

「
達
磨
宗

に
参
学

し
た
懐
　
禅
師
」

(『
懐
　
禅
師
研
究
』

二
二
〇

頁
)

(6
)

第
五

「
即
心
是
仏
」

・
第
十
三

「
海
印
三
昧

」

・
第

十
四

「空

花
」

(
『永
平

正
法

眼
蔵
蒐
書
大
成
』
十

一
、
三

一
一
・
六

一
五

・
六

六
九
頁
)
、
第

二
十

四

「画
餅
」

(同
書
十
二
、
三
三
〇
頁
)

(
7
)

『
昭
和
定
本
日
蓮
上
人
遺
文
』
第

一
巻

六
〇

七
頁

。

同
内

容

の
批
判

は
、
『
教
機
時
国
妙
』

(同
書
二
四
五
頁
)

『
安

国
論

御
勘

由

来
』

(同
書
四

二
三
頁
)

に
も
あ

る
。

(
8
)

『
興
禅
護
国
論
』
第
三

「
世
人
決
疑
門
」

(『
大
正
蔵
経

　
八
〇

・

七

・
c
)

に
あ
る
。

(
9
)

『
大
正
蔵
経
』
七
五

・
三
五
五

・
a

安
然
は
十
宗

の
教
判
を
明
し
、
「
第

一
真

言
宗

・
第

二
仏
心

宗

(
禅

宗
)

・
第
三
天
台
宗
」
と
説

い
て
い
る
。

(
10
)

『
興
禅
護
国
論
』
(
大
正
蔵
経
八
〇

・

一
〇

・
b
)

(
11
)

「
仏
照
徳
光
と
日
本
達
磨
宗
」
(
金
沢
文
庫
研
究

二
二
二

・
二
二

三
号
)

(
12
)

光
宗

『
渓
嵐
拾
葉
集
』

の

「
第

一
顕
教
部
」
は

(
一
)
観
道
要

心

(二
)
神
明
部

(
三
)
禅
宗
教
家

同
異

(
四
)
禅
与
教
事

を
述

べ

る
が
、
特

に

(
三
)
禅
宗
教
家
同
異

に
お
い

て
、
『
宗

鏡
録

』

を
引

き
な
が
ら
円
爾

の
禅
な
ど
に
論

及
し

て
い
る
。

『
渓
嵐

拾
葉

集
』

の

撰
述
時
期
は
十
四
世
紀
前
半

で
あ
る
が
、

『
宗
鏡
録
』

伝
来

の
時
期

な
ど
か
ら
考
え

て
、
叡
山
教
学

に
お
い

て
宋
朝
禅
を
検
討
す

る
好
材

料

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

(13
)

『
興
禅
護
国
論
』

と

『宗
鏡
録
』

の
関
係

に

つ
い

て
は
、

柳

田

聖
山
氏

の
指
摘

(
日
本

思
想
大

系
十

六

『中
世
禅
家

の
思
想
』
解
説
)

が
あ
る
。
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(
14
)

石
井
修

道
氏
前
掲
論
文
参
照

(
15
)

高
木
諦

元

「唐
僧
義
空

の
来
朝
を

め
ぐ

る
諸

問
題

」

(
高
野

山

大
学

論
叢
十
六

-
五
十
五
)

(
16
)

栄
西
と
共
通
性

が
あ

る
と
い
う
こ
と

に

つ
い
て
は
、

『
興
禅
護

国
論
』
末
尾

の

「未
来
記
」

の
内
容
が
、
能
忍
と
覚
阿

に
対
す
る
露

骨

な
非
難
中
傷

で
あ

る
こ
と

が
、

一
種

の
近
親
憎
悪
的
感
情
と
受
け

取

れ
る
こ
と
か
ら
も
、
窺

え
る
。

(
17
)

「嗣
書
助
証
」

に
は

「
摂
州
三
宝
寺
能
忍
和
尚
勅
謹
深
法
禅
師
」

と
あ

る
が
、

こ
れ
が
事
実
な
ら
ば
蘭
渓
道
隆

の

「
大
覚
禅
師
」
よ
り

も
早

く
、
我
が
国
禅
師
号

の
最
初
と

い
う

こ
と

に
な
る
。

し
か
し

、

こ
れ

は
お

そ
ら
く
後

の
人

の
創
作

で
あ

ろ
う
。

(
18
)

正
法
寺
聖
賢
院

に

つ
い
て
は
、
『
蓮
門
精
舎
旧
詞
」

に

「
正
法

寺
、
山
城
八
幡
、
起
立
天
正
十
三
年

(
一
五
八
五
)
、

開
山
還

誉
和

尚
」
と
あ

る
。
還
誉
は
寛
永
八
年

(
一
六
三

一
)
寂
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
「
伝
来
記
」

の
記
述
と
は
時

間
的
な
隔
た
り

が
大
き

く
、

そ

の
関
係
が
は

っ
き
り
し
な

い
。

(19
)

妙
心
寺
史

四
二
七
頁
参
照

(20
)

『
日
本
仏
教
史

』
第

三
巻

六
十

一
頁

(
21
)

竹
内
氏
は
、
能
忍

が
景
清

に
刺
殺

さ
れ
た
と

は
考

え
ら
れ

ず
、

刺
さ
れ
た
も

の
の
、

そ
の
傷

は
癒

え
て
活
動
を
続

け
た
と
さ
れ

て
い

る
。
そ

の
理
由

は
、

『聖
光
上
人
伝
』

の
能
忍

と
弁

阿
と

の
問
答

の

記
事

の
後

に
元
久

元
年

(
一
二
〇

四
)

の
年
記

が
あ
り
、

こ
れ
を
問

答

が
あ

っ
た
年

と
考

え
ら
れ
た
か
ら

で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、

こ
の
年

記
は
次

の
記
事

の
も

の
で
あ
り
、
元
久
元
年
に
能
忍
が
存
命
中
で
あ

っ

た
こ
と

に
は
な
ら
な

い
。

(
22
)

『
百
錬
抄
』

(新
訂
増
補
国
史
大

系
)

一
六

四
頁
、

『
吾
妻
鏡

』

第
三

(新
定
増
補
国
史
大
系
)
七
〇
頁

に
関
連
記
事

が
あ

る
。

(
23
)

『
三
大
尊
行
状
記
』
『
三
祖
行
業
記
』
『
日
域

洞
上

諸
祖
伝

』

な

ど
。
他

に

「
見
性
成
仏

の
旨
を
聞
」

い
た
こ
と
の
み
を
伝

え
る
も
の
、

「
頻
伽
瓶
喩
」

の
こ
と

の
み
を
伝

え
る
も

の
な
ど
も
あ

る
が
、
決
定

的

に
異
な
る
も

の
は
な

い
。

(24
)

『
本
朝
高
僧
伝
」

第
十
九
巻

の

「
能
忍
伝
」

に
は
、

永
平
孤
雲
舞
公
久
随
費
嬰
。
曇
臨
終
勧
弊
。
依
道
元
輝
師
。

便

付
自
撰
心
要
提

示
。
井
自
忍
師
所
受
之
什
物
。
元
公
見
其
提
示
。

大
嘆
賞
日
。
曇
師

明
眼
之
人
也
。
依
之
常
称
能
忍
以
和
尚
。

(大

日
本
仏
教
全
書

一
〇

二
、
二
七
三
頁
)

と
あ
り
、

覚
曼
-
懐
鑑

の
系
統

に
も
能
忍
か
ら

の
相
承
物
が
あ

っ
た

こ
と
を
伝

え

て
い
る
が
、

こ
れ
以
外

に
史
料
が
無
く
、
具
体
的
な
相

承
物

も
残

っ
て
い
な

い
。

(
25
)

懐
　

が
覚
曼

の
正
嫡

で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
懐
　
が
道
元
の
膝
下

に
帰
投
す

る
際
、
覚
嬰
下

の
僧
団
を
率

い
て
赴

い
た

の
で
は
な
い
か

と
考

え
ら
れ
る
。

(
26
)

拙
稿

「
懐
鑑
門
下
と
永
平
寺
」
(
曹
洞
宗

宗

学

研
究

三
十

一

号
)

花

園
大
学
講
師


